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地球規模の課題である気候変動への対応と東日本大震災により露呈した我が国のエネルギー問題を克服し、

グリーンイノベーションによる成長を実現するための研究開発を推進する。

グリーンイノベーションによる成長に向けた研究開発の推進
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競争的資金等によるグリーン・イノベーション研究

【環境エネルギー科学技術に関する施策マップ】

2010
（H22）

2011
（H23）

2012
（H24）

2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

東北復興次世代エネルギー研究開発プロジェクト
東日本大震災からの復興に貢献するため、福島県への革新的エ
ネルギー技術研究開発拠点の形成、被災地の復興に資するク
リーンエネルギー技術の研究開発、中長期的に取り組むべき次
世代エネルギー技術の研究開発を推進

成果の共有

気候変動適応研究推進プログラム
気候変動適応研究の推進、適応策検討への科学的知見の提供、気候変動
影響に強い社会の実現に貢献

成果の統合成果の解析

：今回審議する研究開発課題 ：事前評価 ：中間評価 ：事後評価

成果の統合成果の解析
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大学発グリーン・イノベーション創出事業
大学が有する広範なポテンシャルを総合的に活用することにより、
グリーンイノベーションによる我が国の成長に不可欠な研究開発、
人材育成及び新技術の実証のための体制・活動を抜本的に強化す
る研究開発を推進
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地球環境情報統融合プログラム
地球観測・予測データ、社会・経済データとの統合解析、成果の情報発信
やその国内外の利活用の促進などに必要な研究開発。

気候変動リスク情報創生プログラム

気候変動リスク管理に必要となる基盤的情報の創出に向けて、気
候変動の確率的予測技術の開発や、精密な影響評価技術の開
発を推進

（参考：第47回研究計画･評価分科会での報告概要）
【中間評価概要】
・植物科学分野は、当初の計画とおり進捗している。今後は、学
術的成果に加えて、研究成果の実用化を含む社会貢献を考
慮して進める必要がある。
・環境情報分野は、DIASの活用や成果創出がやや不十分な課
題があるものの、着実に新規性や利用価値が高い環境情報を
創出しており、順調に進捗している。DIASの更なる有効活用
などにより、今後も成果創出が見込まれることから、継続して
実施することが妥当である。
・北極気候変動分野は、計画通り順調に進捗している。今後は、
北極圏国領内における活動の円滑化に向けて国際連携を一
層強化し、より精緻化された観測とモデルが、一体として成果
を創出する必要がある。

【中間評価概要】
・先進環境材料分野は、当初の計画に沿って順調に進捗している。
今後は、産業界側、低炭素社会に関する取組を行っているコ
ミュニティや有識者の声を聞く仕組みの導入等を行い事業を推
進する必要がある。

資料 ２－１－１
科学技術・学術審議会
研究計画・評価分科会
（第48回） H26.2.26


